
佐波川だより
さ ば がわ

vol.20 R6.10.3

「とくぢ佐波川かわまちづくり計画」
登録伝達式を行いました

令和６年９月３日（火） 、「とくぢ佐波川かわまちづくり計画」の登録伝達式が行われ、中
国地方整備局本田河川部長から伊藤山口市長に登録証が手交されました。
水辺を活かした地域活性化を支援する「かわまちづくり支援制度」に基づき、山口市長
より申請のあった「計画」が令和６年８月８日付けで登録されたものです。
この計画に基づき、国及び山口市が協力して、佐波川の高水敷を人が近づきやすいよう
に整備することで、現在でも人気の高い花火大会やホタル観賞、サイクリングロード等を
活用し、市外からの集客促進を図り、地域の活性化を促進していきます。
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伊藤山口市長
●川に親しみ水辺空間を楽しむ魅力溢れ
るまちづくりにつなげ交流人口の拡大や
地域経済の活性化を図っていきたい
●川を中心に発展した徳地地域の取り
組みが盛り上がれば他の流域の地域振
興にも勢いが付くのではと期待している

本田河川部長
●計画が地域の皆様の協力の下、地域
のさらなるにぎわい創出と地域活性化
に資することを希望する
●計画に対する山口市の熱意の高さや、
実施体制の熟度の高さが認められた

市長への登録証の手交

川から
新しい賑わい
が広がるね！



山口河川国道事務所の事業
について、詳しくはホーム
ページをご覧ください。
http://www.cgr.mlit.go.jp/yamaguchi/

事務所の日々の情報は
こちらのXで配信しています。
https://twitter.com/mlit_yamaguchi

佐波川の日々の情報は
こちらのXで配信しています。

https://twitter.com/mlit_sabagawa

堀地区周辺は、中央を流れる佐波川を中心として歴史文化が築かれた地域であり、現在もサイクリング
ロードや、花火大会、ホタル観賞の場として利用されています。佐波川の高水敷を人が近づきやすいよう
に整備することで、現在でも人気の高い花火大会やホタル観賞、サイクリングロード等を活用し、市外か
らの集客促進を図り、地域の活性化を促進します。今後も水辺・水面利用時の安全性と快適性が確保し、
快適に河川空間を利用できる散策空間の形成に努めていきます。

これからが
楽しみだね！
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